
　
〔
格
助
詞
〕
各
文
の
格
助
詞
に　
　

線
を
引
き
な
さ
い
。

 

４
点
×
５

①　

弟
と
電
車
で
家
に
帰
る
。

②　

友
達
か
ら
手
紙
が
届
く
。

③　

こ
の
馬
は
他
の
馬
よ
り
速
く
走
る
。

④　

パ
ン
や
ジ
ャ
ム
を
買
っ
て
袋ふ

く
ろ

に
入
れ
る
。

⑤　

朝
八
時
に
起
き
て
学
校
へ
行
く
。

　
〔
格
助
詞
の
働
き
〕　
　

線
の
格
助
詞
の
働
き
を
、
あ
と

か
ら
選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
５

①　

彼
は
努
力
し
て
医
者
と
な
っ
た
。 

　
　
　

②　

君
は
学
校
へ
バ
ス
で
来
ま
す
か
。 

　
　
　

③　

テ
ニ
ス
を
し
に
公
園
へ
行
く
。 

　
　
　

④　

ワ
イ
ン
は
ぶ
ど
う
か
ら
作
る
。 

　
　
　

⑤　

大
雨
で
通
行
止
め
に
な
る
。 

　
　
　

ア
原
因　
　

イ
手
段　
　

ウ
原
料

エ
結
果　
　

オ
目
的

　

〔
格
助
詞
「
の
」〕　
　

線
「
の
」
の
働
き
を
、
あ
と
か

ら
選
び
な
さ
い
。 

３
点
×
３

①　

庭
の
す
み
の
小
さ
な
木
。 

　
　
　

②　

熱
い
の
を
く
だ
さ
い
。 

　
　
　

③　

雪
の
降
る
朝
だ
っ
た
。 

　
　
　

ア
部
分
の
主
語　
　

イ
体
言
の
資
格

ウ
連
体
修
飾
語

　

〔
接
続
助
詞
〕
各
文
の
接
続
助
詞
に　
　

線
を
引
き
な

さ
い
。 

４
点
×
４

①　

赤
く
て
お
い
し
そ
う
な
リ
ン
ゴ
。

②　

寒
け
れ
ば
、
戸
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

③　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事
を
し
た
。

④　

時
間
が
あ
る
か
ら
少
し
話
そ
う
。

1234

　

〔
接
続
助
詞
の
働
き
〕　
　

線
の
接
続
助
詞
の
働
き
を
、

あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

４
点
×
５

①　

暗
く
な
っ
た
の
に
、
ま
だ
暑
い
。 

　
　
　

②　

忙い
そ
が

し
い
の
で
、
ま
た
来
て
下
さ
い
。 

　
　
　

③　

今
始
め
れ
ば
、
す
ぐ
に
終
わ
る
よ
。 

　
　
　

④　

歩
き
つ
つ
親
し
く
話
し
た
。 

　
　
　

⑤　

と
ん
だ
り
は
ね
た
り
す
る
。 

　
　
　

ア
同
時　
　

イ
並
立　
　

ウ
理
由

エ
仮
定　
　

オ
逆
接

　

〔
接
続
助
詞
「
と
」〕　
　

線
「
と
」
の
働
き
を
、
あ
と

か
ら
選
び
な
さ
い
。 

３
点
×
３

①　

誰だ
れ

に
聞
か
れ
よ
う
と
構
わ
な
い
。 

　
　
　

②　

彼
が
来
る
と
、
に
ぎ
や
か
に
な
る
。 

　
　
　

③　

秋
に
な
る
と
、
風
が
冷
た
く
な
る
。 

　
　
　

ア
順
接　
　

イ
条
件　
　

ウ
逆
接

　

〔
格
助
詞
・
接
続
助
詞
〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の

問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

⑵
完
答　

３
点
×
２

⑴　
　
　

線
Ａ
〜
Ｄ
「
に
」
の
中
か
ら
、
格
助
詞
を
一
つ

選
び
な
さ
い
。

⑵　

こ
の
文
章
中
に
あ
る
接
続
助
詞
を
二
つ
抜
き
出
し
な

さ
い
。 

 

567　

あ
る
夜
、
ぼ
く
は
空
を
飛
ぶ
夢
を
見
た
。
確
か
に
、

鳥
の
よ
う
に
、
自
由
に
大
空
を
飛
ん
で
い
た
。
目
覚

め
た
後
も
、
高こ

う

揚よ
う

し
た
気
分
が
続
い
た
。
朝
食
の
と

き
、
夢
の
こ
と
を
話
す
と
、
小
学
生
の
妹
に
笑
わ
れ

た
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名　前

／100点
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法
テ
ス
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⑴



　

①　

弟
と
電
車
で
家
に
帰
る
。

②　

友
達
か
ら
手
紙
が
届
く
。

③　

こ
の
馬
は
他
の
馬
よ
り
速
く
走
る
。

④　

パ
ン
や
ジ
ャ
ム
を
買
っ
て
袋ふ

く
ろ

に
入
れ
る
。

⑤　

朝
八
時
に
起
き
て
学
校
へ
行
く
。

1
　

①　

赤
く
て
お
い
し
そ
う
な
リ
ン
ゴ
。

②　

寒
け
れ
ば
、
戸
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

③　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
事
を
し
た
。

④　

時
間
が
あ
る
か
ら
少
し
話
そ
う
。

4
　

①

エ　
　

②

イ　
　

③

オ

④

ウ　
　

⑤

ア

2
　

①

オ　
　

②

ウ　
　

③

エ

④

ア　
　

⑤

イ

5
　

①

ウ　
　

②

イ　
　

③

ア

3
　

①

ウ　
　

②

イ　
　

③

ア

6
　

⑴

Ｄ　
　

⑵

て
（
で
）・
と

7

　
　

格
助
詞
は
、
主
に
名
詞
の
下
に
付
い
て
、
後
に
続
く

部
分
と
の
関
係
を
示
す
。

① 　
「
と
」
は
相
手
、「
で
」
は
手
段
、「
に
」
は
場
所
。

② 　
「
か
ら
」
は
相
手
、「
が
」
は
主
語
。

③ 　
「
の
」
は
連
体
修
飾
語
、「
よ
り
」
は
比
較
。

④ 　
「
や
」
は
並
立
、「
を
」
と
「
に
」
は
対
象
。

⑤ 　
「
に
」
は
時
間
、「
へ
」
は
場
所
。

1
　

②　
「
バ
ス
を
使
っ
て
」
と
い
う
手
段
。

③　
「
す
る
た
め
に
」
と
い
う
目
的
。

⑤　
「
大
雨
の
た
め
に
」
と
い
う
原
因
。

2
　

① 　
「
庭
の
」
は
「
す
み
」
に
か
か
る
連
体
修
飾
語
。

② 　
「
の
」
は
「
も
の
」
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。

③ 　
「
雪
の
」
は
「
雪
が
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。

3
　

① 　
「
〜
け
れ
ど
」
と
い
う
逆
接
。

③　
「
も
し
〜
す
れ
ば
」
と
い
う
仮
定
。

④ 　
「
〜
な
が
ら
」
と
い
う
同
時
。

5
　

① 　

予
想
と
異
な
る
内
容
が
後
に
続
く
。

② 　
「
来
た
場
合
は
」
と
い
う
意
味
。

③ 　

予
想
ど
お
り
の
内
容
が
後
に
続
く
。

6
　

⑴ 　

Ｄ
は
相
手
を
表
す
格
助
詞
。
Ａ
と
Ｃ
は
形
容
動
詞

「
確
か
だ
」「
自
由
だ
」
の
活
用
語
尾
、
Ｂ
は
助
動

詞
「
よ
う
だ
」
の
一
部
。

⑵ 　
「
飛
ん
で
い
た
」
＝
補
助
の
関
係
（「
て
」
が
濁に

ご

っ

た
形
）、「
話
す
と
」
＝
条
件
を
表
す
。

7
　
　

接
続
助
詞
は
、
主
に
活
用
す
る
語
に
付
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
関
係
で
前
後
を
つ
な
ぐ
。

① 　
「
て
」
は
並
立
。

② 　
「
ば
」
は
仮
定
、「
て
」
は
補
助
の
関
係
。

③ 　
「
な
が
ら
」
は
同
時
。

④ 　
「
か
ら
」
は
理
由
。

4

解 

答

解 

説
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／100点
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属
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⑴
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